
豊見城市議会の解散に関する決議 
 

豊見城市長選挙と豊見城市議会議員選挙は、現在、異なる時期に執行されている。 

両選挙の同日実施については、平成 27 年設置の議会改革調査特別委員会におい

て調査・検討を重ね、平成 30 年 6 月 22 日の最終報告で、市長選挙に併せて市議会

議員選挙を執行できるよう、議会を解散すべきものと決定した。 

また、令和 7 年設置の議会改革調査特別委員会においても改めて検討し、市民負

担の軽減、選挙事務の効率化、投票率の向上及び経費縮減等の効果を確認した。一方、

議員の意向調査では賛成 14 名、反対 7 名となり、解散に必要な同意に達せず、当時

は解散が困難との結論に至った。 

その後、令和 8 年 6 月定例会において同日実施を求める請願第 1 号を採択し、さ

らに請願者らの地道な活動により 5,952 筆の署名が寄せられた。さらには、市内各

自治会の 37 団体から会長名で同趣旨の要望がなされ、加えて、市内事業者 8 団体

からも同要望書が議長及び市長に提出された。 

任期を残して議会を解散することは重大な決断であるが、これまでの議論と市民・

関係団体の意思を重く受け止め、同日選挙の実現は市民負担の軽減と市政への関心

向上に資するものと判断する。 

よって、本市議会は、令和8年 10月25日執行予定の豊見城市長選挙に併せて豊

見城市議会議員一般選挙を同時に執行できるよう、地方公共団体の議会の解散に関

する特例法第 2 条の規定に基づき、豊見城市議会を解散する。 

以上、決議する。 

 

令和 8 年 9 月 25 日 

豊見城市議会 

 


